
アトリエ琉游舎だより 87号
2020年9月9日発行アトリエ琉游舎 ryuyusha.com/

琉游舎for healing  https://toi101izuru.wixsite.com/mysite-3

居酒屋の会
毎月25日
16時半から

写経会
10月4日（日）
13時半から

詩話会
9月12日（土）
10月10日(土）
13時半から

☆彼岸は悟りの世界。煩悩に満ちたこちらの岸（此岸）に対して極楽浄土の向こうの岸（彼岸）を表します。

私たちは六波羅蜜の教えを実践する事により彼岸へ渡るとことができるとされていますが 凡人であるこの

身では、六波羅蜜の教えを毎日実行することは難しいことなので、せめて春と秋の年２回はその教えを実行

する。これが現在の彼岸法要の意味となっています。

☆ちなみに六波羅蜜とは彼岸へ到達（パラミータ）するための６つの実践徳目です。

１布施：施しをする。２持戒：戒律を守り反省する。３忍辱：不平不満を言わず耐え忍ぶ。

４精進：一所懸命努力する。５禅定：心を静かに保つ。６智慧：真実を見抜く智慧をもつ。

☆「彼岸」というと抽象的な場所に聞こえますが、私は日常のやすらぎのところこそが「彼岸」であると思っ

ています。自分自身が自由で素直になったときに顕れる心の平安が、「やすらぎのところ」であり「彼岸」

だと信じています。今生活しているこの場が彼岸です。年に２回のお彼岸には、お墓参りやぼた餅を作り

茶をたてたり、写経したりまた掃除をいつもより念入りにしたり、花を植えたり、鳥の声に耳を傾けたり、

いつもと違うことを一つでもいいので実践してみてください。それがあなたの年2回の六波羅蜜の実践です。

☆琉游舎の活動は営利事業ではありません。また私は職業僧侶でもありません。お布施は一切お構いなきよう

よろしくお願い申し上げます。もちろん宗教宗派を問いません。すべての皆さんのための開かれた「場」

です。皆さんのお越しをお待ちしています。

秋の彼岸会法要
９月21日（月）１０時半から

映画会
毎週木曜日
13時半から
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読書会
9月22日（火）
10月13日(火）
13時半から

前回彼岸会法要を22日とお知らせましたが 21日に変更いたします
22日の読書会は開催します「ダンマパダ（真理の言葉）」を読みます

日程
変更
です
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狂言綺語…予言

琉游舎：戸井 出琉・恭子

お問い合わせ先：0287-53-7848 08033508152

矢板市大槻2319－17コリーナ矢板Ｃ－８５０

メール：toi101izuru@outlook.jp

神輿は担がれて初めて神輿となることができ、また担がれなくなって初めて神輿でなくなることができる
のです。つい最近まで霊験あらたか日ノ本の国を統べる神輿は、今年に入って突如見舞われた疫病蔓延にな
すすべもなく、災厄や穢れを清める神力をみるみる失っていきました。そして民を睥睨し支配していた快適
な神輿の座は次第に居心地が悪くなってきたのです。神輿はその座を奪われる前に自らの神力を誇示したま
まその座を降りたいと考えました。一方担ぎ手たちも神輿の効力が眼に見えて失われていく現実に危機感を
抱き新たな神輿探しが密かに始まりました。神輿が自らその座を投げ出しては己の神力の否定となってしま
います。やむを得ない事情、例えば神輿の一部に虫食いが見つかり、よくよく調べてみたら補修では間に合
わず新調が必要だと、皆に「それではしょうがないな」と思わせる段取りと口実が必要です。一方担ぎ手達
は自分たちの意のままになり、かつ彼ら全員が望む神力と一致する神輿を探さなければなりません。さて
諸々の段取りが整ったようで、現在神輿の新調作業が着々と行われています。神力（権力）を維持したまま
神（権力の顔）の入れ替えを行うこの難しい作業はおそらく古来、日本のまつりごと（政）の中では繰り返
し行われてきたことでしょう。真の神力は神輿ではなく、担ぎ上げる人たち各々にあるのです。それを良く
知る担ぎ手たちは強い結束力をもって神力の誇示と維持を行います。そこからはじき出されまいと人々は雪
崩を打って担ぎ棒に殺到しますが、でも大半の人々はその神輿新調作業を呆然と傍観するしかありません。
私がどんなに過酷な修行を積みすべての経典に精通しようとも、怨敵悪魔を退散させる呪術力も未来を予

測する千里眼も備えることはできません。この現代にその様なことを標榜する宗教家がいたとしたら、虚言
癖、自信過剰、詐欺師というような類いの人物と判断し、絶対近づかない方が良いでしょう。仏教の世界観
は「ありのままに観た（空観）」ことを「因」としてさまざまな「縁」の力が加わることで今の「果」があ
るという考えが基本です。しかもその結果は固定的ではなく、瞬時に次の結果の原因となります。「因縁生
起」や「縁起の法」と言われているものです。つまり今この瞬間の「原因」とそれに関わる「縁」の力をあ
りのままに観ることができれば、自ずと未来の「結果」を観ることができるのです。これを予言や神託と人
は言うかも知れませんが､仏教的に言えば因縁生起による論理的帰結に過ぎないのです。オカルトでも憑依
でもありません。但しそれは理性で組み立てられた論理ではなく、ありのままに観る（空観）ことで得られ
た論理です。これができればその道筋を論理的に辿って行き着く所を指し示すことは誰にでもできるのです。
私は何らかの利益を願う呪術や加持祈祷の類を徹底的に否定する宗教家ですが、現在起っている神輿交代

劇の台本は５月の段階で大筋を読むことができました。そしてほぼ台本通りに進行しています。なんの神通
力も持たない私ですら、ありのままに観ることを心がければある因縁生起の姿を頭に描くことは可能です。
ありのままに観るとは「善・悪」「利・害」「浄・穢」「同・異」などの二項対立の判断基準を一度全部捨
て去ることです。その状態からもう一度現実に起っている現象を観れば後は自ずと縁起の法によって道筋が
見えてきます。これが「空観」です。「色即是空」「空即是色」のことです。そこに自己の思惑や主義主張
などが忍び込んだら絶対にそれは見えてきません。逆に観る対象の思考・行動原理が権力・利害・保身の三
角形の中にすっぽりと収まっている今回の神輿新調劇は、どさ回りの勧善懲悪芝居並みの分かり易さです。
日蓮聖人を予言者と呼ぶ人たちがいます。彼は「立正安国論」に国内では内乱が起こり外国からは侵略を

受けて滅ぶと書き記し、実際北条一族の内乱と蒙古襲来という事態が起りました。しかし彼に何か特別な予
知能力があったわけではありません。当時の国内外の政治動向、自然災害、人心の疲弊などの客観的事実を
自己の思想や思惑を一切排除して鳥瞰すれば、自ずと観えてくるものがあります。それを経文と突き合わせ、
論理的証拠として採用し書き上げた書が「立正安国論」です。決して経文に書いてあったことから未来の出
来事を予言したのではないのです。ですから彼をいわゆる「霊感により啓示された神意（仏意）を伝達し、
あるいは解釈して神（仏）と人とを仲介する者」という意味での予言者と呼ぶことは私にはできません。彼
は徹底的に自己を無にして（無我）、ありのままに観たこの世（無常）を自分以外の人たちにも同じように
観てもらい、一緒にこの世に生きる苦（一切皆苦）から脱出し、安らぎの処（涅槃寂静）に赴こうと「願い
誓い行う」菩薩行の実践者です。人にない能力を持つ予言者と決して崇め奉ってはいけないのです。
日蓮聖人の縁起の法による帰結をあえて予言と呼ぶならば、彼は予言が的中したことが不本意であり行い

の道半ばであることを自覚するに十分な出来事だったでしょう。「立正安国論」は予言を実現させないため
に、幕府も民衆も法華経（正法）に帰依せよと訴えた書です。しかし事態は予言通りに進み、正法に帰依し
た人たちもほとんどいませんでした。逆に弾圧がさらに強められたのです。これは鎌倉時代の現実では失敗
です。しかし未来の日蓮聖人にとっては成功だったのです。なぜ失敗であり成功だったのか、今はまだこの
宗教的二律背反を語る準備が私にはできていません。整ったときには必ず書き留めていきたいと思います。
世の中はいろいろな神輿で溢れています。町内会サークル会社と人の集団では何らかの神輿が指名され担

がれています。でもよくよく見ると、とうに降ろされているのにまだ担がれているつもりや、神輿に必死に
しがみつく者、降りたいのに降ろしてもらえないなど、神輿の思いと違うものが見えて、
神輿見物は楽しいものです。ただ、傍観者のつもりがいつの間にか神輿の
片棒を担がされていることがないように、自戒を込めて要注意ですね。


